
第 14 話 江戸幕府の中興 

 

1 

第 14 話 江戸幕府の中興 

  将軍家
いえ

継
つぐ

が幼くして薨
こう

じ、秀忠の血統が絶えたために、紀
き

伊
い

家の吉
よし

宗
むね

が 

迎えられて将軍となる。 すこぶる善政
ぜんせい

を行い、世の中がよく治まる。  

江戸幕府中興
ちゅうこう

の英
えい

主
しゅ

、享保
きょうほう

の治
ち

。 

将
しょう

軍
ぐん

吉
よし

宗
むね

 

八代将軍吉宗
よしむね

は家康
いえやす

の曾孫
そうそん

に当たる。 紀伊家
き い け

の二代目光
みつ

貞
さだ

の第 3 子として生まれ、将軍綱
つな

吉
よし

の時

に、越前
えちぜん

丹生
に う

に三万石を与
あた

えられて、鯖江
さばえ

の城主となったが、後、二人の兄が相次
あいつ

いで亡くなったために、

紀伊に帰って祖父の後
あと

を承
う

けた。 22 才の時です。 ところが、正 徳
しょうとく

 6 年 4 月、( 6 月 22 日に改元
かいげん

して

享 保
きょうほう

元年となる ) 七代将軍家
いえ

継
つぐ

が僅
わづ

かに 8 才の幼 少
ようしょう

をもって薨
こう

じ、ここに秀
ひで

忠
ただ

の血統
けっとう

が絶
た

えると、御

三家の中で彼が最も近親
きんしん

でしたので、迎
むか

えられて将軍になったのです。 時に年は 33 才でした。 

紀伊家のあとは、吉宗の従兄弟
い と こ

の宗
むね

直
なお

が、伊予
い よ

西 条
さいじょう

の松
まつ

平
だいら

家から入って継
つ

いだ。 

 

                       --(四) 家
いえ

綱
つな

 

                ---- (二) 秀
ひで

忠
ただ

 -- (三) 家
いえ

光
みつ

 ------- 綱
つな

重
しげ

 ---- (六) 家
いえ

宣
のぶ

 --(七) 家
いえ

継
つぐ

 

                                             --(五) 綱
つな

吉
よし

 

 

         ------  義
よし

直
なお

  ----- 光
みつ

友
とも

 ------ 綱
つな

誠
のぶ

 -------- 吉
よし

道
みち

 

            (尾張家)   

            ---- 継
つぐ

友
とも

 

(一) 徳川家康 –             ---- 綱
つな

教
のり

 

               ---- 光
みつ

貞
さだ

----- 頼
より

職
もと

 

         -----  頼宣
よりのぶ

----     ---- (八)吉宗
よしむね

 ----(九)家
いえ

重
しげ

--- (十)家
いえ

治
はる

 

            （紀伊家） 

               ---- 頼
より

純
ずみ

 ------ 宗
むね

直
なお

   ---- 宗
むね

武
たけ

    --- 重好
しげよし

   

                (伊予西條)                     (田安家)       (清水家)   

          -----  頼房
よりふさ

 ------ 光圀
みつくに

 === 綱條
つなえだ

    ---- 宗伊
むねただ

  ------ 治済
はるなり

 ----- (十一)家済
いえなり

 

           (水戸家)                                 (一橋家)  

 

 

 

  吉宗
よしむね

は生まれつき 頗
すこぶ

る賢
けん

明
めい

でした上に、初めに封
ふう

ぜられた越前の丹生
に う

が、極
きわ

めて貧
ひん

弱
じゃく

な小藩でした

ところから、自然と下民
かみん

の苦しい生活の有様
ありさま

にも通じて、これをいたわると共に、自分も質素
しっそ

倹約
けんやく

にその身
み

を保
たも

つようになっていた。 紀伊家を継
つ

いだ時にも、折柄
おりから

、凶 年
きょうねん

続
つづ

きで、領内は一般に疲弊
ひへい

していたが、

彼が力
つと

めて産
さん

業
ぎょう

を興
おこ

し、大
おお

いに勤
きん

倹
けん

の美
び

風
ふう

を 奨
しょう

励
れい

したので、やがて治績
ちせき

があがったといわれる。 
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実
じつ

用
よう

を 尚
とうと

び武
ぶ

芸
げい

を励
はげ

ます 

  それで、将軍になってからの政治の方針
ほうしん

もま

た、これらの経験
けいけん

の上に立って、専
もっぱ

ら実
じつ

用
よう

を宗
むね

と

し、質
しっ

素
そ

をすすめて華
か

奢
しゃ

を避
さ

けることを主
しゅ

眼
がん

とし

た。 家
いえ

宣
のぶ

、家
いえ

継
つぐ

の 2 代にわたって、白石
はくせき

がそ

の前代
ぜんだい

の弊政
へいせい

を改革
かいかく

したことは前に話したが、そ

れも僅
わづ

かに 8 ヵ年の短い期間だったし、 1 つは

彼が学者の出 身
しゅっしん

であっただけに、武
ぶ

よりも文
ぶん

を

重
おも

んじる 傾
かたむ

きがあったので、元禄以来の奢侈
しゃし

贅沢
ぜいたく

の風
ふう

はなお一般に行われて、武
ぶ

芸
げい

などは 殆
ほとん

ど 顧
かえり

みられなかったのです。  

 

        八代将軍  徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

鷹野
た か の

公方
く ぼ う

 

それで、吉宗
よしむね

は、武士は武士らしくすべきであると、先づ倹約
けんやく

の令を下し、自ら綿
めん

服
ぷく

を着
つ

け、金銀を

ちりばめた城門などを、惜
お

しげなく壊
こわ

させて手本を示し、一般士民にも倹約を守らせた上に、一方、しき

りに武芸をすすめて、下総
しもふさ

の小金
こがね

が原
はら

に狩 猟
しゅりょう

を 試
こころ

みたり、中川や隅田川で水泳、水馬の 術
じゅつ

を練習させ

たり、オランダ人を招
まね

いて部下に馬術
ばじゅつ

を授
さづ

けさせたりした。 わけても、吉宗
よしむね

は鷹
たか

狩
が

りを非常に好んで、

綿服
めんぷく

、草鞋
わらぢ

ばきのいでたちで、しばしば郊外
こうがい

に出かけたので、世に鷹野
たかの

公方
くぼう

と綽名
あだな

されたが、その鷹場
たかば

で

はまた、折々、不意にお供
とも

の 輩
やから

に命じて、弓または鉄砲で鳥を獲
と

らせたりしたので、旗本の間における遊惰
ゆうだ

の風は次第に矯 正
きょうせい

されて、弓
きゅう

術
じゅつ

、砲
ほう

術
じゅつ

、騎
き

射
しゃ

の達
たつ

人
じん

なども多くあらわれるようになり、一般の士風
しふう

も

おのづから立直
たちなお

った。 

大
おお

岡
おか

忠
ただ

相
すけ

 

 吉宗
よしむね

はまた 就 職
しゅうしょく

の年、即ち享保元年に、伊勢の山田
やまだ

奉行
ぶぎょう

であった大
おお

岡
おか

忠
ただ

相
すけ

を挙
あ

げて普
ふ

請
しん

奉
ぶ

行
ぎょう

とし

たが、翌 2 年に、更にこれを江戸南 町
みなみまち

奉行
ぶぎょう

とした。 世に名高い大岡
おおおか

越 前
えちぜんの

守
かみ

が 即
すなわ

ちこれで、忠
ただ

相
すけ

は

時に 41 才でした。 これより在 職
ざいしょく

 20 年の間、忠
ただ

相
すけ

はよく人々の 訴
うった

えを聴
き

いて、きわめて公正
こうせい

な判決
はんけつ

を

下
くだ

したので、世人から神の如くに尊敬
そんけい

された。  

なお、彼が吉宗
よしむね

に登用
とうよう

されたに就
つ

いては、山田奉行時代の逸話
いつわ

が 1 つ伝えられている。 --- これよ

り先
さ

き、山田の農民と松坂
まつざか

の農民との間に田地
でんち

の 界
さかい

の 争
あらそ

いがあって、松坂の農民のほうが不正
ふせい

であった

にも拘
かか

わらず、松坂が紀伊家の領地でしたので、今までの奉行は皆紀伊家にはばかってこれを決
けっ

すること

が出来ずにいた。 ところが、忠
ただ

相
すけ

が奉行となって 赴
おもむ

くや否
いな

や、直
ただ

ちにこれを決して、山田の農民の勝
か

ち

とした。 この時、吉宗
よしむね

は紀伊藩主だったが、ひそかに其の公平
こうへい

なのに感じ、さてこそ、後
のち

に将軍になる

に及んで忠
ただ

相
すけ

を召
め

し出
だ

したのだということです。 
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御
お

定
さだめ

書
がき

百か条 

  吉宗
よしむね

はまた、これまでの裁判
さいばん

が、ただ先例
せんれい

を参考にする外には全く奉行の心 任
こころまか

せに決
けっ

したために、

往々
おうおう

にして公平を欠くことがあるのを見て、老中及び三奉行に命じて裁判の 標 準
ひょうじゅん

となるべき規則
きそく

を定め

させて、 自
みづか

らその当否
とうひ

を調べ、ついに百三か条の法文
ほうぶん

を作った。 御
お

定
さだめ

書
がき

百か条というのがこれで、幕

府の刑
けい

法
ほう

がここに始
はじ

めて成
せい

文
ぶん

法
ほう

となったのです。  

目安箱
め や す ば こ

 

吉宗
よしむね

はまた、評 定 所
ひょうじょうしょ

の門前
もんぜん

に訴
そ

状
じょう

箱
ばこ

を設
もう

けて、人々に其の希望
きぼう

するところを遠慮
えんりょ

なく書いて入れ

させて、手づからこれを開いたのです。 俗にこれを目安箱
めやすばこ

といった。 1 つは、直接に人々に 訴
うった

えさせ

て、無実
むじつ

の罪に苦しむ者などのないようにしようとしたのと、今 1 つは、何事によらず、民
たみ

の欲
ほっ

するとこ

ろを聞いて、政治上の参考にしようとしたのです。 小石川
こいしかわ

の薬
やく

園内
えんない

に施
せ

薬所
やくじょ

を設
もう

け、小石川
こいしかわ

養 生
ようじょう

園
えん

と

名づけて、貧民
ひんみん

に施療
せりょう

したのや、江戸市中に多かった藁
わら

葺
ぶ

きおよび板
いた

葺
ぶ

きの屋
や

根
ね

を 瓦
かわら

葺
ぶき

に 改
あらた

めて、とこ

ろどころに広
ひろ

小
こうじ

路または火
ひ

除
よけ

地
ち

といった空
あき

地
ち

を設
もう

けたりして、大火
たいか

を防ごうとしたのなどは、この目安

箱の投
とう

書
しょ

に基
もと

づいた 1, 2 の例です。 

洋
よう

書
しょ

の禁
きん

をゆるめる 

  彼はまた実用
じつよう

の学
がく

を重んじ、室 鳩 巣
むろきゅうそう

に『六
りく

諭
ゆ

衍
えん

義
ぎ

』という中国の平易
へいい

な 教
きょう

訓
くん

書
しょ

を和
わ

文
ぶん

に訳
やく

させ、

これを寺
てら

子
こ

屋
や

に配
くば

って児
じ

童
どう

に授
さづ

けさせたり、通
つう

俗
ぞく

の医
い

書
しょ

を刊
かん

行
こう

して世に弘
ひろ

めた。 

又、自ら天
てん

文
もん

や 暦
こよみ

のことを研
けん

究
きゅう

しているうちに、西
せい

洋
よう

の学
がく

術
じゅつ

の精
せい

密
みつ

で有
ゆう

益
えき

なことを知って、洋
よう

書
しょ

の禁
きん

をゆるめ、キリスト教に関係のない書
しょ

籍
せき

の輸
ゆ

入
にゅう

を許
ゆる

し、特に青
あお

木
き

文
ぶん

蔵
ぞう

にオランダ語および西洋の学

術を研究させたりした。 

   

                     寺
てら

 小
こ

 屋
や
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青木
あ お き

昆
こん

陽
よう

 

  文
ぶん

蔵
ぞう

は号
ごう

を昆
こん

陽
よう

といった。 江戸の人です。 京都にのぼって伊
い

藤
とう

東
とう

涯
がい

に学び、江戸に帰って、いわ

ゆる実
じつ

用
よう

の学
がく

を教えていたが、後に召出
めしだ

されて幕府に仕
つか

えた。 昆
こん

陽
よう

は、予
か

ねてオランダ文研究の希望を

持っていたので、吉宗
よしむね

の命を受けると、遠く長崎に下り、オランダ人や通
つう

詞
じ

（通
つう

弁
べん

）に就
つ

いて蘭
らん

文
ぶん

、蘭
らん

語
ご

を学び、ついにわが国最初の蘭
らん

学者
がくしゃ

といわれるに至
いた

った。 

  なお、これより蘭学を学ぶ者が相ついで出で、西洋の学 術
がくじゅつ

が次第に我が国に入って来たので、吉宗
よしむね

は

また西洋文明
ぶんめい

輸入の元祖
がんそ

と言ってもよいわけです。 

  又、彼が将軍になった頃には、幕府の財
ざい

政
せい

は 頗
すこぶ

る困
こん

難
なん

に 陥
おちい

り、富
ふ

豪
ごう

から借
かり

入
い

れた 借
しゃっ

金
きん

が数十万両

にものぼった上に、地震、火災などが頻
しき

りに起
お

こり、一方で、粗悪
そあく

な貨幣
かへい

は相変わらず市場に出回
でまわ

ったの

で、物価
ぶっか

は高く、幕府は家臣
かしん

に渡
わた

すべき扶
ふ

持
ち

米
まい

にさえ差
さし

支
つか

えるような有
あり

様
さま

になっていた。  

上米
あげまい

の制
せい

 

そこで、享保 7 年、吉宗
よしむね

は一策
いっさく

を案
あん

じた。 諸大名の参勤
さんきん

交代
こうたい

の制
せい

を緩
ゆる

めて、江戸の在
ざい

勤
きん

を半年に

改
あらた

める代
か

わりに、一万石につき百石、即ち、石高の 1/100 の米を幕府に納
おさ

めさせることにした。 これ

を上米
あげまい

の制と言う。 一体、諸大名は江戸にいると、内
ない

外
がい

の交
こう

際
さい

や、不時
ふ じ

の贈 物
おくりもの

などでも多額の費用と

なり、従って、その家臣らもまた費用が多く、折角
せっかく

国許
くにもと

で貯蓄
ちょちく

したのを江戸に持ってきて、空
むな

しく諸
しょ

商
しょう

人
にん

に吸
すい

取
と

られるのが一般の有様でした。 それを、今、大名の一年在府
ざいふ

を半年に縮
ちぢ

めれば、その費
つい

やすとこ

ろも半
なか

ばに減
げん

じるわけで、上米
あげまい

を命じられても諸大名はなお利益の方が多いのです。 即ち、上米の制度

は、幕府も大名も共に都合
つごう

のよい方策
ほうさく

であったのです。 

  吉宗
よしむね

はこれによって府庫
ふ こ

の窮 乏
きゅうぼう

を 補
おぎな

った。 次第
しだい

に借 財
しゃくざい

も返せば、家臣の俸禄
ほうろく

をも順 当
じゅんとう

にして

やると共に、一方で、貨幣を鋳直
いなお

して、ほぼ慶 長
けいちょう

の古制
こせい

に復
ふく

し、一般の経済界
けいざいかい

をも 順 調
じゅんちょう

に戻した。  

  こうして 10 年、享保 16 年になると、幕府の財政
ざいせい

はやや、余裕
よゆう

すら生じるほどになったので、乃
すなわ

ち上
あげ

米
まい

を廃
はい

して、参勤交代をもとの通りにした。 

足
あし

高
だか

の制
せい

 

  吉宗
よしむね

はまた、享保 8 年 6 月に足
あし

高
だか

の制
せい

を定めて、人材
じんざい

登用
とうよう

の道を開いた。 そもそも幕府の諸役人

の任用
にんよう

には、その役
やく

によって役
やく

高
だか

というものがあった。 例えば三千石の役高のところに家禄
かろく

千石の者を

任用すると、その不足
ふそく

額
がく

二千石を加増
かぞう

として 賜
たまわ

り、その役
やく

を 退
しりぞ

いた後も、そのまま永
なが

く子
し

孫
そん

にまで 給
きゅう

せ

られる習 慣
しゅうかん

になっていた。 それで、幕府の歳 出
さいしゅつ

は年々増
ふ

える一方であったのみならず、このために、

折角
せっかく

適当
てきとう

な人物
じんぶつ

があっても、加
か

増
ぞう

にじゃまされて任
にん

用
よう

することの出来ない場合もあったので、吉宗
よしむね

はこ

の加増を廃
はい

して、その在
ざい

職
しょく

中
ちゅう

だけに不足額を補
ほ

給
きゅう

することにした。 そして、これを足
あし

高
だか

といった。 

例えば、五百石の家禄
かろく

の者が役
やく

高
だか

千石のところに任用される時は、不足額の五百石を補給して千石とする

が、その役をやめるか、或
ある

いは死んだ時は、元の家禄五百石に帰
かえ

すのです。 それで、幕府は、この後は

少しも費用を増さずに、少 録
しょうろく

の者をも人物
じんぶつ

次第
しだい

で、高い役にも登用
とうよう

することが出来るようになった。 
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産
さん

業
ぎょう

の 奨
しょう

励
れい

 

  吉宗
よしむね

はまた深く心を産 業
さんぎょう

に用い、産物の種類
しゅるい

や数 量
すうりょう

を多くすることに努力
どりょく

した。 これまで砂糖
さとう

は

中国から輸入していたが、 価
あたい

が 甚
はなは

だ高かったので、吉宗
よしむね

は甘
かん

蔗
しょ

（さとうきび）の苗
なえ

を取り寄せ、これ

を城中に植
う

えて、砂糖の製造
せいぞう

を研究させたので、年と共に産額
さんがく

が増し、後
のち

には製 糖 業
せいとうぎょう

が諸国に起
お

こった。 

又、飢饉
ききん

の年に備
そな

えるためにと、甘
かん

藷
しょ

（さつまいも）の栽
さい

培
ばい

を 奨
しょう

励
れい

したが、この時、青木
あ お き

文蔵
ぶんぞう

が諸国に

これを 弘
ひろし

めるに就
つ

いて力をつくしたのは名高い話です。 文蔵はついに甘藷
かんしょ

先生
せんせい

と呼
よ

ばれたが、その墓

にもこの名が刻
きざ

まれて、今も東京目黒
めぐろ

の不動堂
ふどうどう

の裏に在
あ

ります。 

  この外
ほか

、吉宗
よしむね

は朝鮮人参
ちょうせんにんじん

の栽培をすすめた。 櫨
はぜ

、竹などの繁 殖
はんしょく

をはからせたり、ペルシャ馬
うま

を

輸入
ゆにゅう

して馬の改 良
かいりょう

を図
はか

ったりしたが、殊
こと

に米
べい

穀
こく

は経済の本
もと

だからとて、大いに水
すい

利
り

を興
おこ

して新
しん

田
でん

を開
ひら

か

せたので、米の産額
さんがく

がいちじるしく増加
ぞうか

した。 それで、世人
せじん

は吉宗
よしむね

を 称
しょう

して米
こめ

将
しょう

軍
ぐん

とも言った。 

  そうして、諸大名もまた将軍に倣
なら

って、競
きそ

って藩内

の産業を奨励したので、諸国の産物
さんぶつ

も次第に増した。 

上
こう

野
づけ

、下
しも

野
つけ

の織
おり

物
もの

、関東の生
き

糸
いと

、紀伊の蜜柑
みかん

、相模
さがみ

、薩摩
さつま

の煙草
たばこ

、阿波
あ わ

の藍
あい

、土佐
と さ

の鰹 節
かつおぶし

、中国、四国の塩
しお

など

を始め、今日の地理書
ち り し ょ

に記
しる

される各地の重 用
じゅうよう

な名産
めいさん

は、大抵
たいてい

この頃から起こって来たのです。 

  このように、吉宗
よしむね

は善政
ぜんせい

を行って世の中がよく治
おさ

ま

ったので、世にこれを江戸幕府中 興
ちゅうこう

の英
えい

主
しゅ

と言い、彼

の治めた時代を享 保
きょうほう

の治
ち

といってたたえています。 

 

 

 

 

 

   

東京目黒区 不動堂裏 甘藷
かんしょ

先生の墓 

 ( 第 14 話 江戸幕府の中興 終わり。 次は前頁に戻り、第 15 話 松平定信の執政 に ) 


